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1936 年に大阪市生まる。1959 年、京都大学文学部史学科（考古学専攻）卒業。
1960 年から 1990 年に難波宮址顕彰会・大阪市立博物館・ 大阪市教育委員会職員として、
難波宮跡の発掘調査・研究とその保存・環境整備事業に従事。
1990 年から 2004 年にかけては帝塚山学院大学文学部教授。京都大学博士（文学）。
1991 年から現在、「上智大学アンコール遺跡国際調査団」考古班のメンバーとしてアン
コール遺跡の発掘調査と保存修復活動に参加し、現在、帝塚山学院大学非常勤講師、（財）
京都府埋蔵文化財調査研究センター副理事長。
主な著書に、『難波宮址の研究』第４～第 10（発掘調査報告書、共著）、『難波京』・『難
波宮の研究』（単著）、『シンポジウム古代の難波と難波宮』（編著）、『アンコール遺跡の
考古学』（編著）などがある。

中尾  芳治

参加申込み

講師紹介

定    　員：３００名、先着順（定員になり次第締め切ります。） 
参 加 料：１人 　５００円（資料代等、当日、受付にて徴収します。）    
申込方法：往復はがき、 FAX、メール、電話または 来館による申込みもできます。

（２階カウンターにて受け付けます。）
なお、当館ホームページ「申込みフォーム」からもお申込みいただけます。 

 

koen@library.pref.nara.jp
申込み専用アドレス：

お問い合わせ・申し込み先

※第 4幕以降のテーマ ( 予定 )
11/28  第４幕　恭仁京と紫香楽宮－大仏造立の序奏
  1/23 第５幕　保良宮（ほらのみや）と由義宮（ゆぎのみや）－平城京衰退の予兆  
  3/27 第６幕　長岡京－なぜ平城京は廃都されたか
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